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星　の講座
古代人霊「南十享和」星塵
　　（附，各緯度に於ける星々の姿）
　まるい地球の世界に住んでみる吾々は，其の住んでみる各地の
特異な事状ご共に，その地の緯度によって，天の星の見える様子
が違ふごいふこごは，天文を學ぶものが最初に知らなければなら
ない根本知識である・京都の緯度は北35。だから，北極星の高度
がやはb此の35つに近い・又，札幌は北緯43つだから，此所では
北極星が43つの高さに見えてみる・鹿児島は北緯31。善だから，
こ、では，北極星が，京都や札幌で見tzよりも著しく低く見える．
　こうし7Z星の高低の違ひは，決して，北極星ばかlgでは無く，
すべての星の見える位置が皆可なり攣って來て，之れが族行ずる
ものの喜こびこなり，遍しみこなる・
　一般に，地球世界の北宇球（赤道よりも北）に住んでみるご，
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2 星　　の　　渦：　座
毎日毎夜北極星ご其の附近の星々は見えるけれざ，其の代り，天
の南極方面は，いつまで待っても永久に見えない・從って，灘南
の星に憧れる入は，是非こも南洋へ出かけなければならない・
　こころが，こ、に一つ不思議な事實がある，かの有名なイタy
やの中世の大詩入アリギエiり・ダンテの詩を學んで見るご，
　　　　『さて右の方，南極へ頭をめぐらせば，
　　　　一組みの「四つ星」の輝やける見ゆ．
　　　　其の姿は只始めの一人のみに見らる？
　　　　天室は此の星の閃めきにて，燃え上るかご見ゆ・
　　　　ア・，よるべなき國よ！　淋しき北天よ！
　　　　汝には此の美しき光り永久に見えす，
　　　　　吾は，つご，四つ星より眼を放って，
　　　　別の天罰（北極）を見やれば，
　　　　一　北斗は既に没して，　　一
　　　　吾は只一人の老入を見る．………』
　この「四つ星」こいふのは多分かの南天の”f’りである「十字架」
星座を言ふのだろうご思ふけれざ，しかし，不思議にも此の『十
字架』は南極から300ぐらゐ離れてみるに過ぎない星々だから，
　　　　　　　　　　　　　　ダン5の劇的イタリヤからでは
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南十字架
（イタリや以外の全ヨーロッパか
らも勿論）見えない星である・ダ
ンテの此の詩は，西暦1310年か
ら同1316年までの間に書かれt3
ものであるのに，南極附近の諸星
座こい．S、のは7西暦1430年頃，
かの航海王ヘンリの時代に遠洋航
海が奨働されて，アフリカの南の
方まで入目が出かけて行つナこ時に
皆登見されtzものであって，第十
四世紀中には全く知られなかつに
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星々で軽1し遡るS，Pt’　y　7が浦極1髄に「四つe！lが輝
やいてるるなざご温いだのは，全く詩入らしい軍なる室想から得
た思想で，ちょうご其れに「南十架」星座が當ってみるピ思ふの
は，實は偶然の暗合であるのか？　』　　　　　　　　．’
　「南十字」の名が星に與へられだのは，たか門々第15世紀の
末以後のこごであって，かのアメリカ大陸の登見者であるアメソ
1ゴ．ゴスプチAmer19・VeSPu磁が此の最初の一人である．ゴス
プチが星々の・｝1を書き遺した記録を見るS，1515年1月6日の
ll附で，コチンのアンドレア．コルナ1ソAndrea　Corsaliから來
た手紙の中に此の星の名がある・叉15胆IFに登表されたラムシ
オR皇Lmusi・の書に，駈る無名の航海者からの手紙こいふのが載
ってみるが，其の中に，1ろ測年頃の記事・こして，
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　『私ごもがリオ．デノレ・ウP：Rio　del　Ouroの山へ到着しま・した
　時に，十字架の形になってみる美しく強き輝やきの四つ星を見
　ました．南極から此の予々は30Jばかり離t■てるましナこ、私ご
　もは此の星々を「十字架」ご名づけました・云々』
ごある．ごにかく，此の星座そのものは，よほざ以前から入の注
意を受けてみだらしい・尤も其の主な星々の形がほゴ十字架の形
になってみるこいふこごは，氣が付かなかつtこだろうけれYL“．南
「十字架」の代りに，「山の峯」だこか，「鋤」だこか，「菱形」（例
へばアメリゴ．ゴスプチ等）なごご呼ばれたこごもあっすご・
　ダンテが天の星座のこSを幾らかでも知って居tこだろう；こい
ふこごは，歴当家の研究によって，今は殆んざ疑ひ無いこころで
ある・アンキずンダ1・フンボノソトも言つttやうに，ダンテは，
星の學問に明るいアラゼアの三者ナこちごいろ々々の交渉を持って
るた・叉，彼れご同じ頃の，少く’geも三入の有名な人が，幾度ご
無く「南十字架」星座を見ただろうS思はれる．即ち其の三人S
は，かの有名な大放物家マノレコ・ボlPMarcoIPolo　S，其の父
及び伯父である・此の三人は，西暦1295年，即ちダンSが31
歳の時，今時既に世間の大評判であっtz支那早行を終へて，郷里
ぺ昌スに三って來たのであるが，蹄路は船に乗って，赤道を越へ
遙々南皆野を通って來ナこのである．次いで1298年にマノレコ．ボ1
ロが唐行しtz有名な大勢行の記録にはノ天文に關した事項は殆ん
ご何も無いけれざ’，それでも，ボlVの土産ぱなしの中に，多分
南の天平の珍らしい話なごが少なからず聞かされて，ダンテの天
文上の常識を養ふ資料こなつtこに違ひない・尤も，南緯：60度に
ある「十字架」星座を，上＝ヂプト人やアラビヤ人や，4ンド人
等が既に見て，其の話をヨ1ロツパ潤たちも，多少は知って居つtこ
だろうこも思はれるけれざ・省ほ，叉「南十字架」の星座は1225年
にエヂプトのペン・アブカチン：Ben　AbUeassan王が作ったアラe“
やの天球儀にも載せられてあるのでコ其れをダンSも全く知らな
い筈が無いご思へるけれざ・
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　こん．なわけで，ダンテが星座のこごを可なり知ってみだだろう
；Sは盛んざ確かである・但し，彼はかの『美しい光b輝やき』
を一度も旧記に急なかつtzのだから，『淋しき北天よ！」　なざご
書いてみるのは，よほご誇大して言ったに遇ぎないこごは言ふま
でも無い・實際，「南十字架」や「アノvゴ船」は，天の南宇就中の
：最も美しい星座であるには相違ないが，しかし，吾々の北湿球だ
つて，北斗や，オリオンや，カシオペヤ等の美を思ふご，一寸御
互ひに美の優劣を判噺し難い場合もある・
　ダンテが，『北斗も沈む』南國地方の星の潰息を知ってゐナこよ
りも，もっこもつご驚ぐべきこざは，彼れが詩の中に，
　『此の光景は只始めの武人のみに獲されtzb』
ご言ってみるこdである・即ち此の一句の意味は，「此の南十字の
星座は面しヨ1ロツパごアジアごで見えた」こいふのであって，今
Hでさへ，高い教養のある人士でなければ，大昔し地中海沼岸で
南十字星座が見え仁なございふこSを知らないから・ダンテの詩
の意味は，よほざ確かな知識を物語るものこ，言はなければなら
tJい・
　天文線上に言ふ書夜李分点の歳差こいふ現象は，二萬幾千年こ
いS、永い週期を以って，天上の南北爾極や，春分点や秋分点等の
位置を攣へるものであって，從って，かのエヂブトの偉大なピラ
ミッドが作られtz時代には，南十字星座が中央ヨーロッパあたり
からでも，南の地李線上に，毎年見えたのであって，地中海方面
では地上30。ほこの高度に輝き・叉，ホ1マ1の詩が作られたギ
フシや文化初期の頃にも，一年の或る時期には，此の星座が毎夜
美しく南の地李線上に低く見えtこ筈である，但し，ホ1マ！の詩
の中に，有名な星のこごを多く歌ってみるに拘らす，一度も此の
南の星座のこごを記してないのは不思議なやうであるが，しかし
ホ1マISして見れば，天頂に輝くオyオンや，北斗や，プンヤデ
スや，ヒャデスに比べて，南に低く見えるに過ぎない此の星座を，
余り美しいものこ思はなかっtzのは是非もない
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壷南師範校の三階から見た「センタウ，レ」星座t「南＋字」星座
　バ／ブノVの中の諸所に星摩の名が載ってある・（アモス轟轟5章
第8節，イザヤ書第13章第10節，ヨブ記第9章第9節及び第
38章第31節，等）此の中で，オリオンの名は必ず見えてみるし
北斗や，プンヤデスは二回つつ記されてある．それに写して，「匿
方の墨」ご，ごく一般的な言葉が只一回出てみるが，之れは，西
暦紀元前の時代に，北緯31047’のエノvサレムで見えた筈のJl南，
一‡三二架．」星座であるこご，殆んご疑ひ無い・其の後に作られた昔
しの天交學的な恒星目録を見ても，此の星座が，今日ご違つtz名
ではあるが，事實，明らかに記載されてるる・例へば，プリニウス
やトンミ1以來のロ1マ時代に「帝座」こいふ名で呼ばれだ星座
は今の南十字架であるこご疑ひ無い・之れはキソストの誕生時代
には，中央ヨ1ロッパからは最早や見えなかつテZのだけれざ，當
時の學問の中心アンキずンドリアからは南：方に低ぐ見ft　tz筈であ
る．今日では，此の星座の見える最北の地はエヂプトのノソクソア
1・ux・r（11本では皇北）である・プyニウスの大著「博物學」はダ
．星のr映画 ?
ンプより十一世紀宇も以前に出來た書物であるが，此れを見るご
天文三二に言って，かのダンクが豫言的に言った其のま’r・の事が
記されてある・即ち同書の第二窓第70節に
　『トロゴヂチケや，其の隣りの上部エヂプトでは，（時々！）大
　熊星座が見えないこごがあるが，1タリヤではカノ1プス星や
　裏跡スQ髪こいふ三々も見えないし，又，昔しアウグスト帝
　の時代に壷座ご呼ばれた有名な星座も見えない』
ごある．
　トレ’ミiは，自らアンキサンドヲアに住居し，二って，平時は
確かに親しぐ南十字星座を見アこ筈であって，其の作製し才Z恒星目
録の中に「醜」こいふのを記載してみるばかりでなぐ，かの「エ
リダン河」星座の南端にあるアケノンナ1星ざいふ輝星をも記入し
てみるが，此の星はアンキプンドソアでは共の二時も今日も見え
ない星で，殊にトンミ1時代には常に地下9つにかくれてみたも
のである．トンミiが此の星を，若し其の故郷上部エヂプトで了
すこからごの理由で記入しすこので無いSすれば，少なくtllも，彼れ
は此の星のこごを他人から言いtこ話によって知ったこしなければ
ならない．若し此うした説明がトレミ1の場合に許されるものな
♂，ば，ダンクの場合だつて乱丁に，他から聞き傳へられて，得ナこ
ものであるこするのに無理はあるまい．ごにかく，ダンテは，此
の輝やかしい「四つ星」の何等かの知識を，古u・文書や學術書の
研究から得たこざが最も眞に近いご見なければならない・かの最．
も雄璽強こ星を南端三下つゴ彰鉱二士室↓星痙は・トレミ1
の時代の頃にはまだアンキナンドソアの地準から6。10「も上に見
えてみたのだが，それよb二世紀雫も以前の，ヒ・｛ノソコスが同じ
アレキサンドリアを訪れすご時には，更：に其れよりも高かつナこので
ある．だから，此の二人の人は南十字置門々を其の特異な形によ
つてよく知ってみたに違ひない昔のファ1ネ1ぜの天球儀にも
之は「聾ご記されてある・
　つまり，ダンラが南の天命の現象についての深い親しみE，更：
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に歳差の結果ごいふ考へにより，総ての疑問が解けるのである・
ダンテが天文學上の事に特に興味を持ち，天界の総ての現象に親
しみ，其等の知識を以って，かの超自然的な域じを詩に表はさう
こしたこ思はれる，こういふ事は，ダンヲの偉大な詩作のいろん
な場所に見られる・始めにも記しだ如も『遠い南方の國々では北
斗さへ沈むのだ」こいふ事をダンテが知ってみるのは，彼れの世
界観の正確さを謹明するわけである，しかし，彼れの詩「地獄」
の第二士三章．に，叉もや南極の星々の事をかいて，
　r
S言ってみる・曇れなごは，よほこ深く天文學を研究した人にし
て始めて言ひ得るこごである・實際，ダンSのやうな人は，現代
の普通のインチフゲンチや以上に「南十字」星座の學理的知識を
持ってみるご言って好い．
明石の中央標準時子午線標再建さる
　我が日本の中央標準時はグyニチ東脛135）の子午線を基準こ
してみるこS，既に世に廣く知られてみる所である・此の子午線
が兵庫縣明石市を通過してみるこごも亦一般に知られてみる，近
頃，明石市では此の標準子午線を嚴密な観測から決定し，新しい
標柱が建てられ，去る一月二十六日，同市人九二肚に於いて盛大
な建設式が墨げられアこ．下記は其の報告書である．
顯懲懇大強賊標覇子囎醸再麗過報告
　昭和三年十一月畏クモ今上陛下御即位ノ大典ヲ墾行セサセ給フニ際シマシテ，我等
國民墾ツテ愈々「天行健，君子以自彊不息」トノ正氣カラ，息ムニ息マレヌ精紳一途
㍉天獲無窮ノ皇運ヲ扶翼シ未ラムトノ隔月勃々タルモノが湧キ立チマシタコトハ今
更言フヲ挨タナイノデアリマス・
　我が明石市教育會ノ・此ノ秋二際シマシテ，何力意義深キ卍念事業ヲト幾度力役員舎
ヲ開キ，叉再三講韻會ニモ諮問致シVシタ結果，我が明石ヲ通過スル日本ノ・映
彗’時子’「綜ブ測定シテ，其ノ標誠ヲ適當ノ位置二再建設スルノ件ヲ決議致シマシタ，
